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お知らせ
ハウジング＆リフォームあいち2009

日時 3月13日（金）～15日（日）
午前10時～午後5時

会場 吹上ホール
（名古屋市中小企業振興会館）

備考 15日（日）は、「フラワー
ボックス」を作ります。皆
さん、ぜひ遊びに来てくだ
さい。
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記帳が不慣れな方は「所得とりまとめ帳」から！
・月額集計で事務負担が軽減。

・建設業に即した勘定科目設定。

・不動産申告に対応。

消費税課税事業者 にとって

記帳不備は「控除対象仕入税額」の否認もありえます。

所得とりまとめ帳・現金預金帳を記入しましょう。
<お問い合わせ>税金対策部までご連絡ください。

「節税」は記帳
から生まれる
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一
万
五
千
七
百
八
十
九
筆
の
署
名
を
手
渡
す
書
記
長
（
右
）
と
、

県
議
団
／
榊
原
康
正
議
員
（
中
）
・
森
井
元
志
議
員
（
左
）

一
月
二
十
一
日
（
水
）
午
前

十
一
時
三
十
分
か
ら
民
主
党
愛

知
県
議
員
団
控
室
に
て
、「
建
設

不
況
打
開
と
資
材
高
騰
へ
の
緊

急
対
策
を
求
め
る
要
請
書
」
を

提
出
し
ま
し
た
。

民
主
党
愛
知
県
議
員
団
々
長

／
榊
原
康
正
議
員
と
総
務
会
長

／
森
井
元
志
議
員
、
そ
し
て
全

建
愛
知
か
ら
は
書
記
長
は
じ
め

書
記
局
員
の
計
二
名
が
参
加

し
、
要
請
行
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。冒

頭
に
、「
建
築
確
認
申
請
の

混
乱
に
よ
り
着
工
戸
数
の
激

減
・
建
設
工
事
の
減
少
か
ら
受

注
競
争
が
激
化
・
さ
ら
に
仕
事

不
足
と
就
労
日
数
の
減
少
に
よ

る
急
激
な
収
入
減
に
見
舞
わ
れ

る
と
い
う
、
異
常
事
態
で
す
。

そ
れ
に
拍
車
を
掛
け
る
よ
う

に
、
生
活
物
資
・
建
設
資
材
の

高
騰
が
仕
事
と
暮
ら
し
を
直
撃

し
、
建
設
労
働
者
・
職
人
の
み

な
ら
ず
住
民
の
生
活
を
苦
し
め

て
い
ま
す
。
係
る
事
態
の
打
開

は
一
刻
の
猶
予
も
あ
り
ま
せ

ん
。
今
、
緊
急
経
済
対
策
を
早

急
に
打
ち
出
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
建
設
労
働
者
・

職
人
が
将
来
に
希
望
を
持
っ
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
つ

く
る
た
め
、
緊
急
対
策
を
早
急

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
、

伝
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
要
請
項
目
と
し
て
、

「
中
小
建
設

業
者
の
不
況

打
開
に
向
け

た
地
域
で
の

仕
事
お
こ
し

を
支
援
す
る

緊
急
対
策
を

講

じ

る

こ

と
」
と
、
私

た
ち
建
設
職

人
の
切
実
な

訴
え
を
代
弁

し
、
皆
さ
ん

か
ら
集
め
た

一
万
五
千
七

百
八
十
九
筆

の
署
名
を
手

渡
し
ま
し
た
。

榊
原
議
員
よ
り
「
も
の
づ
く

り
の
盛
ん
な
愛
知
県
が
、
自
動

車
産
業
の
低
迷
に
よ
り
深
刻
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
同
様
に
建
設
業
界
で
働
か
れ

て
い
る
皆
さ
ん
の
苦
し
み
や
痛

市
議
団
／
佐
橋
典
一
議
員
（
左
）
・
高
吉
英
樹
議
員
（
中
）

み
は
十
分
理
解
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
、
切
実
な
ご
意
見
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
そ
し
て
お
預

か
り
い
た
し
ま
し
た
署
名
は
、

必
ず
県
議
会
の
場
で
伝
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
仕
事
と
暮
ら
し
を
お

く
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
民

主
党
愛
知
県
議
員
一
丸
と
な
っ

て
、
励
ん
で
い
き
ま
す
」
と
、

力
強
い
回
答
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

同
様
の
要
請
行
動
を
、
一
月

二
十
日
（
火
）
午
前
十
時
か
ら

民
主
党
名
古
屋
市
会
議
員
団
控

室
に
て
行
い
、
民
主
党
名
古
屋

市
会
議
員
団
々
長
／
佐
橋
典
一

議
員
と
全
建
愛
知
組
織
内
議
員

の
高
吉
英
樹
議
員
に
、
一
万
七

千
二
百
二
十
七
筆
の
署
名
を
手

渡
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
月
二
十
三
日

（
金
）
愛
知
県
下
九
名
（
古
川

元
久
議
員
・
近
藤
昭
一
議
員
・

牧
義
夫
議
員
・
赤
松
広
隆
議
員
・

伴
野
豊
議
員
・
岡
本
充
功
議
員
・

鈴
木
克
昌
議
員
・
佐
藤
泰
介
議

員
・
大
塚
耕
平
議
員
）
の
衆
参

両
国
会
議
員
の
方
々
へ
、「
建
設

不
況
打
開
と
資
材
高
騰
へ
の
緊

急
対
策
を
求
め
る
請
願
署
名
」

三
万
三
千
八
十
九
筆
を
手
渡

し
、
請
願
項
目
で
あ
る

「
中
小
建
設
業
者
の
不
況
打
開

に
向
け
た
地
域
で
の
仕
事
お

こ
し
を
支
援
す
る
緊
急
対
策

を
講
じ
る
こ
と
」

「
建
設
資
材
価
格
高
騰
へ
の
対

策
を
講
じ
る
こ
と
」

等
を
訴
え
、
今
後
の
国
会
の
審

議
の
場
で
私
た
ち
の
声
が
反
映

さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
い
た
し

ま
し
た
。

今
後
も
、
全
建
愛
知
は
組
合

員
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
仕
事

に
励
ん
で
い
た
だ
き
、
豊
か
な

暮
ら
し
を
お
く
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
引
き
続
き
愛
知
県
や

名
古
屋
市
を
は
じ
め
、
国
に
対

し
て
も
力
を
緩
め
る
こ
と
な
く

要
請
・
請
願
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

現
在
、
組
合
に
て
「
一
人
親

方
労
災
保
険
」
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
で
、
ま
だ
更
新
手
続
き

を
行
っ
て
い
な
い
方
は
三
月
末

日
を
も
っ
て
労
災
保
険
が
切
れ

て
し
ま
い
「
無
保
険
」
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
脱
退

を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し

て
も
、
別
途
、
書
類
手
続
き
が

必
要
な
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

更
新
さ
れ
る
方
、
脱
退
さ
れ

る
方
を
問
わ
ず
、
手
続
き
は
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
手

続
き
を
行
っ
て
い
な
い
方
は
、

早
急
に
組
合
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
合労

働
保
険
課
の
吉
田
・
大

久
保
・
田
中
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

緊
急
対
策
を
求
め
る
請
願
・
要
請

建
設
不
況
打
開
と
資
材
高
騰
へ
の
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届届け！私たちの切実な訴え届け！私たちの切実な訴え……

33,016筆の署名受取る



組組
合
組
合
のの
契
約
健
診
機
関
で

契
約
健
診
機
関
で
ああ

れ
ば
、
通
年
で
集
団
健
康
診

れ
ば
、
通
年
で
集
団
健
康
診
断断

と
同
様
の
健
診
項

と
同
様
の
健
診
項
目目
を
実
費
負

を
実
費
負

担
な
し
で
受
診
で
き
ま
す

担
な
し
で
受
診
で
き
ま
す
。。

①①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し
、

契
約
健
診
機
関
を
選
択
し
、

ごご
自自
身
で
健

身
で
健
診診
予
約
を
お

予
約
を
お
願願

い
し
い
し
まま
す
。
す
。

（
中
建
国
保
の
組
合
員
で
あ

（
中
建
国
保
の
組
合
員
で
あ
るる

旨
を
必
ず
伝
え
て
く
だ
さ
い

旨
を
必
ず
伝
え
て
く
だ
さ
い
））

②②
予
約
は
、
二
週
間
前
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

③
組
合
よ
り
「
健
康
診
断
受
診

券
」
を
発
行
・
郵
送
し
ま
す
。

④
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口
へ

「
健
康
診
断
受
診
券
」
「
健
康

保
険
証
」
を
提
出
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

い
と
受
診
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

契
約
健
診
機
関
以
外
で

契
約
健
診
機
関
以
外
で

受
診
す
る
場

受
診
す
る
場
合合

契
約
健
診
機
関
以
外
で
受
診

を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
中
建
国

保
の
規
定
の
条
件
（
受
診
者
資

格
・
健
診
項
目
）
を
満
た
し
て

い
な
い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
受

診
の
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

適適
用
除
外
事
業
所
の

適
用
除
外
事
業
所
の

取
り
扱

取
り
扱
いい

適
用
除
外
事
業
所
（
①
法
人

事
業
所
の
事
業
主
・
従
業
員
②

従
業
員
が
五
人
以
上
の
個
人
事

業
所
の
従
業
員
）
に
つ
い
て
は
、

労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
り
、
事

業
主
の
負
担
で
「
事
業
者
健
診
」

を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
た
め
、
原
則
と
し

て
中
建
国
保
の
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
但
し
、
②
の
事
業
主
お
よ
び

①

②
の
二
十
歳
以
上
の
扶

養
家
族
は
「
個
人
受
診
扱
い
」

と
し
て
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

健
康
診
断
受
付

健
康
診
断
受
付
中中

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
健
康
診
断
を
受
け
て
い
な
い
方

中
建
国
保
加
入
者
で
、

年に１度は健診を

し
か
し
、
中
建
国
保
は
特
定

健
康
診
断
の
実
績
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
健

診
を
中
建
国
保
へ
委
託
す
る
形

と
し
て
、
契
約
健
診
機
関
（
集

団
健
康
診
断
お
よ
び
健
診
機
関

の
施
設
）
で
受
診
し
た
場
合
の

み
、
補
助
金
に
相
当
す
る
「
協

力
費
」
を
現
物
支
給
し
、
実
費

負
担
な
し
で
受
診
い
た
だ
け
ま

す
。但

し
、
事
前
に
「
健
診
申
込

書
兼
結
果
デ
ー
タ
提
供
に
か
か

る
協
力
費
申
請
書
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

適
用
除
外
事
業
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
是
非
と
も
組
合
の
集

団
健
康
診
断
及
び
契
約
健
診
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ
き
、

当
日
、
健
診
終
了
ま
で
水
以
外

の
摂
取
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・

清
涼
飲
料
水
・
ガ
ム
・
飴
な
ど
も

検
査
数
値
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

中
建
国
保
の
健
康
保
険
証
の

有
効
期
限
は
、
三
月
末
日
で
す
。

有
効
期
限
が
切
れ
る
の
に
あ

わ
せ
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
が

所
属
す
る
各
支
部
に
て
「
保
険

証
交
換
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

交
換
会
に
必
要
な
も
の
は
…

①
二
十
年
度
健
康
保
険
証

②
認
印

の
二
点
を
、
必
ず
ご
持
参
の
う

え
速
や
か
に
交
換
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、「
賃
金
実
態
調
査

用
紙
（
黄
色
／
今
回
キ
ャ
ロ
ッ

ト
に
同
封
）
」
に
つ
い
て
も
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。保

険
証
の
交
換
時
に
は
、「
新

健
康
保
険
証
」・「
カ
バ
ー
」・「
中

建
国
保
／
便
利
帳
等
」
を
お
渡

し
し
ま
す
。

こ
の
中
建
国
保
の
便
利
帳

は
、
各
種
届
出
や
現
金
給
付
な

ど
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
お
読
み
い
た

だ
き
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号住所健診機関名称

月曜日～金曜日
8:30～17:30

土曜日
8:30～正午

052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック

名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅1-1-2
名古屋ターミナルビル8F

テルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック

月曜日～金曜日
9:00～16:30

052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

火曜日～土曜日
9:00～17:00

0566-75-7515安城市相生町15-1三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当 中村

052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
土曜日9:30～11:00

0561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
土曜日9:30～11:00

0120-489-545岡崎市竜美西1-9-1（社）岡崎市医師会 公衆衛生センター

月～金曜日9:00～17:00
土曜日9:00～12:00

0564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院 健診センター

月曜日～金曜日
9:30～17:00

0567-28-5151
（内線3111）

津島市橘町3-73津島市民病院 健診センター

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健 康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康 保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保 険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険 証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証 のののののののののののののののののののののののののののののの 交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交 換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換健康保険証の交換 ををををををををををををををををををををををををををををををを
有効期限は3月末日です

速速やかに交換速やかに交換をを
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揮
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自動引落しのお知らせ ―引落し通知書の見方―

今月の20日頃に、皆さんへ「自動引落しのお知らせ」（上図参照）を郵送します。（中建国保加入者には、健康保険証交換会のご案内を同封）
その通知書に記載されている金額が、3月から1年間毎月27日に、届け出いただいている金融機関より自動引落しされます。（中建国保加入
者で、年度途中に扶養家族数や介護保険該当等、変更があった場合は金額が変わります。）
※このお知らせには滞納分の金額は含まれておりません。滞納されている方には別途ご案内いたしますので、引落金額をご確認ください。

【窓枠部分】（上図左側）
…組合員の住所
…組合員の氏名
…共済番号
…所属支部・班
…介護保険料徴収対象者氏名

【引落しについて】（上図右側）
①…引落し対象月・引落日
平成21年4月分（3月27日（金）引落し分）より

②合計金額
引落しされる金額

③内訳
組合費・支部費・健康保険料・介護保険料・後期支援金・
一斉積立・個人積立（労金）・その他（特定疾病共済掛け金・
スーパーがん保険掛け金などの金額）・家族追加金など

④引落し金融機関
毎月引落しさせていただきます口座

※内訳 金額は、組合員個々に異なります。

一

二
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四
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警

罫
罫
罫
罫
罫

見本
です
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民主党衆議院議員／組合推薦 シリーズ／パート
第9区／愛西市、一宮市（旧尾西市）、稲沢市、津島市、弥富市、海部郡

岡本みつのり

今月は、前立腺癌についてです。
前立腺は、直腸に接した下腹部にある栗の実

にそっくりな形と大きさをした男性にしかない
臓器です。
前立腺は、加齢と共に肥大を続け男性の夜間頻尿の原因

となります。ほとんどの70歳以上の男性では、この前立腺
肥大があると思ってもらったほうがいい程の頻度です。
一方、前立腺癌はその病状の進行は緩徐であり、自覚症
状にも乏しいため病識のない方が多く、検診を受けないと
進行してから発見されることも少なくない癌の１つです。
従って検診を受けることが、早期発見の必須要件となり

ます。肝心の癌の治療ですが、治療時の癌の進行状況とも
関係してきます。ごく早期であれば、触診と細胞診を行っ
たうえで経過観察となり、何も治療をしないということも
あります。その次の段階として、女性ホルモンや抗男性ホ
ルモンを用いた薬物療法です。これらは、副作用として女
性化することがあります。また、比較的副作用の少ない治
療としては放射線の小線源を用いた放射線療法もありま
す。進行が緩徐な癌ですので、少し待ち時間があっても、
この治療をお勧めすることも多いです。
もちろんこれ以外に一般的な癌と同様に手術や抗がん剤

を用いた化学療法も行われるなど、多彩な治療方法があり
ます。自分がどの治療があうのか主治医と相談の上、お決
めいただきたいと思っています。
早期発見すれば治癒したり、そうでなくても致命的には

なりにくい癌ですので、何よりも早期発見に努めたいもの
です。そのためには冒頭でもお話ししましたように検診で
「PSA」と言う、採血検査をすることが必須です。40歳を
過ぎたら、是非この検査を1年に1回は受けるよう心掛けた
いものです。 【岡本みつのり 記】

前立腺癌について
岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡 本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本 みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの 医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医岡本みつのりの医 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 ココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーコーナー
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但
し
、
事
業
所
や
親
方
さ
ん

が
ま
と
め
て
引
落
し
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
事
業
所
ま
た
は
親

方
さ
ん
へ
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
ご
連
絡
の
な
い
方
に

は
払
込
証
明
書
の
発
行
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

払
込
証
明
書
は
到
着
ま
で
に
休

中
建
国
保
（
組
合
の
健
康
保

険
）
に
ご
加
入
の
方
で
、
税
金

の
申
告
で
健
康
保
険
料
等
の
払

込
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
組

合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

払
込
証
明
書
を
発
行
し
、
組

合
員
本
人
の
ご
自
宅
へ
、
郵
送

い
た
し
ま
す
。

健
康
保
険
料
等
払
込
証
明
書
の

健
康
保
険
料
等
払
込
証
明
書
の
発発
送送

健
康
保
険
料
等
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対

健
康
保
険
料
等
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象象

◎日時 ３月15日（日）
午前10時～

◎会場 全建愛知会館

※但し、お電話でのご予約が必要です

フリーダイヤル／0120-154-931

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

今月の組合費等の自動引落

日は27日（金）です。26日

（木）までに、預金残高をご確

認ください。

尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月 300円

2ヶ月 800円

3ヶ月1,800円

労労
災災
保
険
よ
く
ああ
る
Ｑ
＆

労
災
保
険
よ
く
あ
る
Ｑ
＆
ＡＡ

Ｑ
仕
事
中
に
ケ
ガ
を
し
た
の
で

す
が
、
一
人
親
方
労
災
保
険

に
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。
今

か
ら
加
入
し
て
補
償
は
あ
り

ま
す
か
。

Ａ
一
人
親
方
労
災
保
険
は
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
加
入
は
で
き
ま

せ
ん
。
ケ
ガ
を
し
た
際
、
加

入
し
て
い
な
け
れ
ば
、
医
者

代
も
全
額
実
費
負
担
で
す
。

（
健
康
保
険
証
も
使
え
ま
せ
ん
）

Ｑ
従
業
員
が
い
ま
す
が
、
一
人

親
方
労
災
保
険
で
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
（
個
人
事
業
の
場
合
）

①
従
業
員
が
親
族
だ
け
の
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
親
方
労

災
保
険
が
対
象
で
す
。

②
親
族
以
外
に
従
業
員
が
い

て
、
給
与
か
ら
源
泉
徴
収
し

て
い
る
場
合
は
、
事
業
主
特

別
加
入
が
対
象
で
す
。
切
り

替
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。

（
法
人
事
業
の
場
合
）

①
役
員
以
外
に
従
業
員
が
い

て
、
厚
生
年
金
保
険
や
源
泉

徴
収
し
て
い
る
場
合
は
、
事

業
主
特
別
加
入
が
対
象
で

す
。
切
り
替
え
手
続
き
が
必

要
で
す
。

Ｑ
作
業
場
で
ケ
ガ
を
し
ま
し
た

が
、
労
災
保
険
で
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
作
業
場
で
ケ
ガ
を
し
た
場

合
、
そ
の
と
き
の
作
業
が
ど

こ
か
の
建
設
現
場
の
た
め
の

行
為
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
労

災
保
険
の
範
囲
に
な
り
ま

す
。
日
曜
大
工
は
対
象
外
で
す
。

Ｑ
交
通
事
故
は
、
労
災
保
険
か

ら
も
補
償
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
通
勤
途
中
の
交
通
事
故
は
、

原
則
、
車
の
自
賠
責
・
任
意

保
険
で
手
続
き
を
行
い
ま

す
。
な
ん
ら
か
の
理
由
で
使

え
な
い
場
合
は
、
労
災
保
険

で
補
償
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
労
災
保
険
を
使
っ
た
場
合
、

親
会
社
へ
連
絡
が
い
き
ま
す

か
。

Ａ
一
〇
〇
％
連
絡
が
い
か
な
い

と
は
、
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
死
亡
災
害
や
重
大

災
害
・
発
生
状
況
が
あ
い
ま

い
な
場
合
な
ど
、
よ
っ
ぽ
ど

の
事
情
が
な
け
れ
ば
、
連
絡

は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
を
し
て
い

ま
す
が
、
一
人
親
方
労
災
保

険
は
入
れ
ま
す
か
。

Ａ
建
設
業
の
一
人
親
方
労
災
保

険
は
、
建
設
現
場
に
基
づ
く

作
業
を
補
償
す
る
も
の
で

す
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
、

産
業
分
類
上
、
建
設
業
に
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
加
入
で
き

ま
せ
ん
。

※
一
人
親
方
労
災
保
険
に
加
入

で
き
な
い
業
種
の
例
と
し

て
、
既
設
建
築
物
の
室
内
清

掃
、
電
気
配
線
盤
・
警
報
盤

の
点
検
業
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
工
事
を
し
な
い
ケ
ー

ブ
ル
配
線
業
、
作
業
場
で
建

具
・
家
具
等
の
製
造
の
み
を

行
い
、
現
場
で
の
作
業
を
行

わ
な
い
方
も
加
入
で
き
ま
せ

ん
。

労労
災
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ

労
災
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
うう

労
災
保
険
に
つ
い
て

労
災
保
険
は
、
労
働
基
準
監

督
署
（
厚
生
労
働
省
）
が
管
理

運
営
し
て
い
る
保
険
制
度
で

す
。仕

事
中
に
ケ
ガ
を
し
た
場
合

の
医
者
代
な
ど
を
補
償
し
て
く

れ
ま
す
。（
健
康
保
険
証
は
、
絶

対
に
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
）

全
建
愛
知
で
は
、「
一
人
親
方

労
災
保
険
」
・
「
事
業
所
の
労
災

保
険
」
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証
のののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
にににににににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注

健
康
保
険
証
の
ご
使
用
に
ご
注
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意

仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤
途途途途途途途途途途途途途途途途途途途途
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
もももももももももももももももももももも
含含含含含含含含含含含含含含含含含含含含
むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむ

仕
事
中
（
通
勤
途
中
も
含
む
）））））））））））））））））））））
ののののののののののののののののののののの

ケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケ
ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ
やややややややややややややややややややや
病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病
気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
のののののののののののののののののののの
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場

ケ
ガ
や
病
気
の
場
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合

仕
事
中
の
ケ
ガ
、
仕
事
が
原

因
で
お
き
た
病
気
、
仕
事
の
行

き
帰
り
の
事
故
は
、
労
災
保
険

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
）

で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
原
則

で
、
中
建
国
保
の
保
険
証
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

も
し
、
仕
事
中
に
ケ
ガ
な
ど

を
し
た
場
合
は
、
中
建
国
保
の

保
険
証
は
使
用
せ
ず
、
労
災
保

険
で
治
療
し
て
く
だ
さ
い
。

労
災
保
険
か
ら
給
付
を
受
け

ず
に
中
建
国
保
の
保
険
証
を
使

用
し
た
と
き
は
、
そ
の
医
療
費

は
全
額
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

労
災
保
険
に
、
ま
だ
加
入
し

て
な
い
組
合
員
は
必
ず
加
入
し

て
く
だ
さ
い
。

交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故
やややややややややややややややややややや
相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手

交
通
事
故
や
相
手
ののののののののののののののののののののの

暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為
にににににににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ

暴
力
行
為
に
よ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
ケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケ
ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ
のののののののののののののののののののの
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合

ケ
ガ
の
場
合

交
通
事
故
や
暴
力
行
為
を
受

け
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
組
合

ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受

け
た
ケ
ガ
等
の
治
療
費
は
、
相

手
（
加
害
者
）
が
い
る
場
合
は

加
害
者
が
損
害
賠
償
の
負
担
を

す
べ
き
で
す
が
、
一
時
的
に
中

建
国
保
の
保
険
証
で
治
療
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

但
し
、
こ
の
場
合
、
中
建
国

保
は
あ
く
ま
で
も
加
害
者
に
代

わ
っ
て
治
療
費
を
一
時
立
て
替

え
る
だ
け
で
、
後
で
中
建
国
保

が
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
の

で
、
交
通
事
故
や
相
手
の
暴
力

行
為
に
よ
る
ケ
ガ
等
で
中
建
国

保
の
保
険
証
を
使
う
場
合
は
、

必
ず
組
合
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

業
日
を
除
き
、
お
お
む
ね
一
～
二
日

か
か
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
余
裕
を

も
っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話
に
よ
る
、

ご
回
答
は
、
個
人
情
報
保
護

の
た
め
、
差
し
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
、

組
合
の
税
金
申
告
学
習
会
へ
参

加
さ
れ
る
方
（
組
合
で
申
告
さ

れ
る
方
）
は
、
払
込
証
明
書
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合

組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

あなたはどちらのタイプ？剛
号

劫
劫

劫
劫

劫
劫

劫
劫

劫
劫

劫
劫

劫
劫

劫
劫

劫
劫

劫
劫

劫
劫

従業員を雇っている場合 一人親方が家族やグループで請負う場合

従業員のケガは、元請責任！
一人親方さんは、元請・下請に関係な
く、自分自身の一人親方労災保険が適
用されます。

○○建築

㈱△△建設

事業主 家族従業員

労働者扱いの従業員

事業主 家族従業員

労働者扱いの従業員 役員

家族従業員

一人親方 一人親方

一人親方 一人親方

労働者扱いをし
ていないと、グ
ループで請負っ
ているとみなさ
れます。全員が
一人親方労災保
険に加入しま
す。

同居している家
族従業員は、労
働者ではありま
せん。一人親方
労災保険に加入
しないと、労災
保険は適用され
ません。

同居している
家族従業員
は、労働者で
はありません
ので、事業主
と同じように
特別加入が必
要です。

法人の代表権
のある役員
は、労働者で
はありません
ので、事業主
と同じように
特別加入が必
要です。

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡
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民主党衆議院議員／組合推薦 シリーズ／パート
第9区／愛西市、一宮市（旧尾西市）、稲沢市、津島市、弥富市、海部郡

岡本みつのり

今月は、前立腺癌についてです。
前立腺は、直腸に接した下腹部にある栗の実

にそっくりな形と大きさをした男性にしかない
臓器です。
前立腺は、加齢と共に肥大を続け男性の夜間頻尿の原因

となります。ほとんどの70歳以上の男性では、この前立腺
肥大があると思ってもらったほうがいい程の頻度です。
一方、前立腺癌はその病状の進行は緩徐であり、自覚症
状にも乏しいため病識のない方が多く、検診を受けないと
進行してから発見されることも少なくない癌の１つです。
従って検診を受けることが、早期発見の必須要件となり

ます。肝心の癌の治療ですが、治療時の癌の進行状況とも
関係してきます。ごく早期であれば、触診と細胞診を行っ
たうえで経過観察となり、何も治療をしないということも
あります。その次の段階として、女性ホルモンや抗男性ホ
ルモンを用いた薬物療法です。これらは、副作用として女
性化することがあります。また、比較的副作用の少ない治
療としては放射線の小線源を用いた放射線療法もありま
す。進行が緩徐な癌ですので、少し待ち時間があっても、
この治療をお勧めすることも多いです。
もちろんこれ以外に一般的な癌と同様に手術や抗がん剤

を用いた化学療法も行われるなど、多彩な治療方法があり
ます。自分がどの治療があうのか主治医と相談の上、お決
めいただきたいと思っています。
早期発見すれば治癒したり、そうでなくても致命的には

なりにくい癌ですので、何よりも早期発見に努めたいもの
です。そのためには冒頭でもお話ししましたように検診で
「PSA」と言う、採血検査をすることが必須です。40歳を
過ぎたら、是非この検査を1年に1回は受けるよう心掛けた
いものです。 【岡本みつのり 記】

前立腺癌について
岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡 本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本 みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの 医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医岡本みつのりの医 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 ココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーコーナー
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但
し
、
事
業
所
や
親
方
さ
ん

が
ま
と
め
て
引
落
し
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
事
業
所
ま
た
は
親

方
さ
ん
へ
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
ご
連
絡
の
な
い
方
に

は
払
込
証
明
書
の
発
行
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

払
込
証
明
書
は
到
着
ま
で
に
休

中
建
国
保
（
組
合
の
健
康
保

険
）
に
ご
加
入
の
方
で
、
税
金

の
申
告
で
健
康
保
険
料
等
の
払

込
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
組

合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

払
込
証
明
書
を
発
行
し
、
組

合
員
本
人
の
ご
自
宅
へ
、
郵
送

い
た
し
ま
す
。

健
康
保
険
料
等
払
込
証
明
書
の

健
康
保
険
料
等
払
込
証
明
書
の
発発
送送

健
康
保
険
料
等
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対

健
康
保
険
料
等
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象象

◎日時 ３月15日（日）
午前10時～

◎会場 全建愛知会館

※但し、お電話でのご予約が必要です

フリーダイヤル／0120-154-931

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

今月の組合費等の自動引落

日は27日（金）です。26日

（木）までに、預金残高をご確

認ください。

尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月 300円

2ヶ月 800円

3ヶ月1,800円

労労
災災
保
険
よ
く
ああ
る
Ｑ
＆

労
災
保
険
よ
く
あ
る
Ｑ
＆
ＡＡ

Ｑ
仕
事
中
に
ケ
ガ
を
し
た
の
で

す
が
、
一
人
親
方
労
災
保
険

に
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。
今

か
ら
加
入
し
て
補
償
は
あ
り

ま
す
か
。

Ａ
一
人
親
方
労
災
保
険
は
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
加
入
は
で
き
ま

せ
ん
。
ケ
ガ
を
し
た
際
、
加

入
し
て
い
な
け
れ
ば
、
医
者

代
も
全
額
実
費
負
担
で
す
。

（
健
康
保
険
証
も
使
え
ま
せ
ん
）

Ｑ
従
業
員
が
い
ま
す
が
、
一
人

親
方
労
災
保
険
で
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
（
個
人
事
業
の
場
合
）

①
従
業
員
が
親
族
だ
け
の
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
親
方
労

災
保
険
が
対
象
で
す
。

②
親
族
以
外
に
従
業
員
が
い

て
、
給
与
か
ら
源
泉
徴
収
し

て
い
る
場
合
は
、
事
業
主
特

別
加
入
が
対
象
で
す
。
切
り

替
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。

（
法
人
事
業
の
場
合
）

①
役
員
以
外
に
従
業
員
が
い

て
、
厚
生
年
金
保
険
や
源
泉

徴
収
し
て
い
る
場
合
は
、
事

業
主
特
別
加
入
が
対
象
で

す
。
切
り
替
え
手
続
き
が
必

要
で
す
。

Ｑ
作
業
場
で
ケ
ガ
を
し
ま
し
た

が
、
労
災
保
険
で
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
作
業
場
で
ケ
ガ
を
し
た
場

合
、
そ
の
と
き
の
作
業
が
ど

こ
か
の
建
設
現
場
の
た
め
の

行
為
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
労

災
保
険
の
範
囲
に
な
り
ま

す
。
日
曜
大
工
は
対
象
外
で
す
。

Ｑ
交
通
事
故
は
、
労
災
保
険
か

ら
も
補
償
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
通
勤
途
中
の
交
通
事
故
は
、

原
則
、
車
の
自
賠
責
・
任
意

保
険
で
手
続
き
を
行
い
ま

す
。
な
ん
ら
か
の
理
由
で
使

え
な
い
場
合
は
、
労
災
保
険

で
補
償
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
労
災
保
険
を
使
っ
た
場
合
、

親
会
社
へ
連
絡
が
い
き
ま
す

か
。

Ａ
一
〇
〇
％
連
絡
が
い
か
な
い

と
は
、
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
死
亡
災
害
や
重
大

災
害
・
発
生
状
況
が
あ
い
ま

い
な
場
合
な
ど
、
よ
っ
ぽ
ど

の
事
情
が
な
け
れ
ば
、
連
絡

は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
を
し
て
い

ま
す
が
、
一
人
親
方
労
災
保

険
は
入
れ
ま
す
か
。

Ａ
建
設
業
の
一
人
親
方
労
災
保

険
は
、
建
設
現
場
に
基
づ
く

作
業
を
補
償
す
る
も
の
で

す
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
、

産
業
分
類
上
、
建
設
業
に
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
加
入
で
き

ま
せ
ん
。

※
一
人
親
方
労
災
保
険
に
加
入

で
き
な
い
業
種
の
例
と
し

て
、
既
設
建
築
物
の
室
内
清

掃
、
電
気
配
線
盤
・
警
報
盤

の
点
検
業
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
工
事
を
し
な
い
ケ
ー

ブ
ル
配
線
業
、
作
業
場
で
建

具
・
家
具
等
の
製
造
の
み
を

行
い
、
現
場
で
の
作
業
を
行

わ
な
い
方
も
加
入
で
き
ま
せ

ん
。

労労
災
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ

労
災
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
うう

労
災
保
険
に
つ
い
て

労
災
保
険
は
、
労
働
基
準
監

督
署
（
厚
生
労
働
省
）
が
管
理

運
営
し
て
い
る
保
険
制
度
で

す
。仕

事
中
に
ケ
ガ
を
し
た
場
合

の
医
者
代
な
ど
を
補
償
し
て
く

れ
ま
す
。（
健
康
保
険
証
は
、
絶

対
に
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
）

全
建
愛
知
で
は
、「
一
人
親
方

労
災
保
険
」
・
「
事
業
所
の
労
災

保
険
」
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
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仕
事
中
（
通
勤
途
中
も
含
む
）））））））））））））））））））））
ののののののののののののののののののののの
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ケ
ガ
や
病
気
の
場
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合

仕
事
中
の
ケ
ガ
、
仕
事
が
原

因
で
お
き
た
病
気
、
仕
事
の
行

き
帰
り
の
事
故
は
、
労
災
保
険

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
）

で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
原
則

で
、
中
建
国
保
の
保
険
証
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

も
し
、
仕
事
中
に
ケ
ガ
な
ど

を
し
た
場
合
は
、
中
建
国
保
の

保
険
証
は
使
用
せ
ず
、
労
災
保

険
で
治
療
し
て
く
だ
さ
い
。

労
災
保
険
か
ら
給
付
を
受
け

ず
に
中
建
国
保
の
保
険
証
を
使

用
し
た
と
き
は
、
そ
の
医
療
費

は
全
額
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

労
災
保
険
に
、
ま
だ
加
入
し

て
な
い
組
合
員
は
必
ず
加
入
し

て
く
だ
さ
い
。
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ケ
ガ
の
場
合

交
通
事
故
や
暴
力
行
為
を
受

け
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
組
合

ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受

け
た
ケ
ガ
等
の
治
療
費
は
、
相

手
（
加
害
者
）
が
い
る
場
合
は

加
害
者
が
損
害
賠
償
の
負
担
を

す
べ
き
で
す
が
、
一
時
的
に
中

建
国
保
の
保
険
証
で
治
療
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

但
し
、
こ
の
場
合
、
中
建
国

保
は
あ
く
ま
で
も
加
害
者
に
代

わ
っ
て
治
療
費
を
一
時
立
て
替

え
る
だ
け
で
、
後
で
中
建
国
保

が
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
の

で
、
交
通
事
故
や
相
手
の
暴
力

行
為
に
よ
る
ケ
ガ
等
で
中
建
国

保
の
保
険
証
を
使
う
場
合
は
、

必
ず
組
合
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

業
日
を
除
き
、
お
お
む
ね
一
～
二
日

か
か
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
余
裕
を

も
っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話
に
よ
る
、

ご
回
答
は
、
個
人
情
報
保
護

の
た
め
、
差
し
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
、

組
合
の
税
金
申
告
学
習
会
へ
参

加
さ
れ
る
方
（
組
合
で
申
告
さ

れ
る
方
）
は
、
払
込
証
明
書
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合

組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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あなたはどちらのタイプ？剛
号

劫
劫

劫
劫

劫
劫

劫
劫

劫
劫

劫
劫

劫
劫

劫
劫

劫
劫

劫
劫

劫
劫

従業員を雇っている場合 一人親方が家族やグループで請負う場合

従業員のケガは、元請責任！
一人親方さんは、元請・下請に関係な
く、自分自身の一人親方労災保険が適
用されます。

○○建築

㈱△△建設

事業主 家族従業員

労働者扱いの従業員

事業主 家族従業員

労働者扱いの従業員 役員

家族従業員

一人親方 一人親方

一人親方 一人親方

労働者扱いをし
ていないと、グ
ループで請負っ
ているとみなさ
れます。全員が
一人親方労災保
険に加入しま
す。

同居している家
族従業員は、労
働者ではありま
せん。一人親方
労災保険に加入
しないと、労災
保険は適用され
ません。

同居している
家族従業員
は、労働者で
はありません
ので、事業主
と同じように
特別加入が必
要です。

法人の代表権
のある役員
は、労働者で
はありません
ので、事業主
と同じように
特別加入が必
要です。



初初
出
場
の
コ
ン
テ
ス

初
出
場
の
コ
ン
テ
ス
トト

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
四
部

門
あ
り
「
ベ
ラ
ン
ダ
ガ
ー
デ
ン

部
門
」
・
「
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

部
門
」・「
ハ
イ
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
部
門
」
、
そ
し
て
柴
田
さ
ん
が

出
場
し
た
「
ガ
ー
デ
ン
部
門
」

で
す
。

柴
田
さ
ん
は
、「
社
員
に
コ
ン

テ
ス
ト
の
緊
迫
し
た
雰
囲
気
を

直
接
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
、
そ

こ
か
ら
何
か
得
て
も
ら
い
た

い
」
と
、
思
い
出
場
し
ま
し
た
。

六
月
に
行
わ
れ
た
第
一
審
査

で
は
、
書
類
審
査
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
全
国
か
ら
二
百
二
十

二
社
の
応
募
が
あ
り
、
図
面
と

作
品
に
対
す
る
思
い
を
書
い
た

文
章
を
提
出
。
難
な
く
第
一
審

査
を
突
破
し
、
十
月
二
十
三
日

～
二
十
四
日
に
行
わ
れ
る
本
戦

の
第
二
審
査
へ
進
み
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
ま
で
の
間
、
地

元
で
本
番
さ
な
が
ら
の
実
践
練

習
を
何
度
も
繰
り
返
し
、
本
番

に
挑
み
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
当
日
は
、
雨
が

降
り
し
き
る
中
、
柴
田
さ
ん
は

じ
め
、
社
員
二
人
の
計
三
人
係

り
で
三
ｍ
×
四
ｍ
の
大
き
さ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
に
向
か
い
作
業
開
始
。

予
定
ど
お
り
、
一
日
目
で
大

半
の
作
業
が
終
わ
り
、
二
日
目

は
、
落
ち
付
い
た
作
業
が
で
き
、

堂
々
た
る
日
本
庭
園
が
完
成
し

ま
し
た
。

そ
の
作
品
に
は
、
お
客
さ
ん

か
ら
廃
棄
し
て
ほ
し
い
と
、
依

頼
の
あ
っ
た
石
灯
籠
を
使
い
ま

し
た
。
石
灯
籠
を
作
っ
た
職
人

さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
も
の
を
粗
末
に
捨
て
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
の
石
灯
籠
の

傘
を
逆
さ
ま
に
し
、
水
鉢
と
し

て
再
利
用
し
た
の
も
、
注
目
で

す
。
ま
た
、
柴
田
さ
ん
は
、
あ

く
ま
で
も
三
人
の
力
を
合
わ
せ

手
作
業
す
る
こ
と
が
目
的
で
し

た
。他

の
出
展
業
者
で
は
、
石
工

事
・
竹
垣
工
事
な
ど
他
の
業
者

の
力
を
借
り
て
い
る
ほ
ど
で

す
。「

振
り
返
る
と
、
東
京
都
知
事

賞
を
い
た
だ
け
た
の
も
、
手
作

業
が
評
価
さ
れ
た
の
で
は
…
。

ま
た
、
次
回
の
出
場
は
、
三
年

後
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

時
は
、
全
て
社
員
に
や
ら
せ
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、

あ
く
ま
で
も
、
見
守
る
立
場
で

…
」
と
、
社
員
の
自
主
性
を
願

う
、
柴
田
さ
ん
。

衝
撃
を
受
け
た
あ
の

衝
撃
を
受
け
た
あ
の
頃頃

高
校
で
は
、
農
業
科
に
進
学

し
、
家
業
の
農
家
を
継
ぐ
は
ず

だ
っ
た
が
、
あ
る
日
、
「
京
都

の
庭
」
と
言
う
写
真
集
を
見
て
、

大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
高
校
卒
業
後
、
こ

の
道
に
進
み
た
い
と
思
い
、
親

の
反
対
を
押
し
切
り
、
名
古
屋

の
造
園
会
社
に
勤
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
校
時
代
あ
の
衝

撃
を
受
け
た
も
の
と
の
違
い
を

感
じ
、
三
ヵ
月
後
退
社
、
そ
し

て
心
機
一
転
、
美
し
い
日
本
庭

園
が
数
々
あ
る
、
京
都
へ
再
修

業
に
行
き
ま
し
た
。

厳
し
い
親
方
の
も
と
で
五
年

間
住
み
込
み
を
し
、
さ
ら
に
総

仕
上
げ
と
し
て
、
別
の
親
方
の

も
と
で
二
年
学
び
、
そ
こ
か
ら

技
術
や
技
能
、
そ
し
て
造
園
職

人
と
し
て
の
心
得
が
養
わ
れ
ま

し
た
。

独
立
後
、
地
元
の
瀬
戸
市
に

戻
る
と
同
時
に
、
水
野
団
地
の

造
成
に
伴
い
、
仕
事
が
舞
い
込

み
、
多
忙
な
時
期
を
過
ご
し
ま

し
た
。

終
り
な
き
造
園
の
仕

終
り
な
き
造
園
の
仕
事事

造
園
業
の
魅
力
は
、
何
も
な

い
殺
風
景
な
敷
地
か
ら
、
自
分

の
思
っ
た
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
し

て
、
庭
園
を
作
り
上
げ
る
こ
と

で
す
。

造
園
の
仕
事
は
、
そ
の
場
だ

け
作
っ
て
良
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
扱
っ
て
い
る
も
の
は
、

ど
れ
も
命
あ
る
木
々
な
の
で
す
。

お
施
主
さ
ん
と
木
々
の
成
長

を
見
つ
め
な
が
ら
十
年
・
二
十

年
・
三
十
年
先
と
永
い
歳
月
を

か
け
、
そ
の
時
々
に
あ
っ
た
形

に
剪
定
を
し
ま
す
。

造
園
の
仕
事
に
は
、
完
成
と

い
っ
た
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
一
の
造
園
職
人
を
目
指

日
本
一
の
造
園
職
人
を
目
指
すす

長
引
く
不
況
と
確
認
申
請
の

厳
格
化
に
よ
り
新
築
工
事
等
の

減
少
に
よ
り
、
仕
事
量
は
伸
び

悩
ん
で
ま
す
。

し
か
し
、
柴
田
さ
ん
は
公
共

工
事
な
ど
決
め
ら
れ
た
仕
事
は

受
け
ず
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の

住
宅
に
こ
だ
わ
り
や
っ
て
き
て

い
ま
す
。

柴
田
さ
ん
が
、
も
っ
と
も
得

意
と
す
る
の
が
、
和
風
の
日
本

庭
園
で
す
。
ま
た
若
年
層
向
き

な
、
今
の
時
代
に
あ
っ
た
洋
風

庭
園
も
幅
広
く
手
掛
け
ま
す
。

仕
事
の
受
注
は
、
売
り
込
み

の
よ
う
な
営
業
は
決
し
て
し
ま

せ
ん
。
以
前
か
ら
、
お
客
さ
ん

の
口
コ
ミ
、
そ
し
て
仕
事
仲
間

か
ら
の
依
頼
で
す
。

そ
れ
ほ
ど
、
技
術
力
に
は
日

本
中
ど
の
造
園
職
人
に
も
負
け

な
い
自
信
が
あ
る
と
胸
を
張
っ

て
言
い
ま
す
。

好
き
な
仕
事
が
で
き
る
幸
せ

好
き
な
仕
事
が
で
き
る
幸
せ
者者

辛
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と

は
、
過
去
に
ウ
ン
ザ
リ
す
る
ほ

ど
あ
り
ま
し
た
。
辛
い
こ
と
を

辛
い
と
思
わ
な
い
こ
と
。
そ
の

苦
し
み
を
乗
り
越
え
れ
ば
、
必

ず
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
で
決
め
た
こ

の
造
園
職
人
の
道
、
好
き
な
仕

事
が
で
き
る
こ
と
が
な
に
よ
り

の
幸
せ
で
す
。

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
……

今
後
は
、
自
立
型
の
会
社
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

社
員
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
の

面
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
面
に
お

い
て
自
分
自
身
で
判
断
し
、
責

任
あ
る
行
動
を
と
っ
て
も
ら
え

れ
ば
と
、
願
っ
て
い
ま
す
。

家
寡

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加加加

「
普
段
通
り
の
仕
事
を
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
、
満
面
の
笑
顔
で
話
す
の
は
柴
田
義
博
さ

ん
（
旭
瀬
戸
支
部
・
五
十
八
歳
・
造
園
業
（
有
）
庭
よ
し
代
表
取
締
役
社
長
）
で
す
。

社
員
教
育
の
一
環
と
し
て
、「
第
六
回
日
比
谷
公
園
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
二
〇
〇
八
」
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
初
出
場
し
、
東
京

都
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
（
一
位
東
京
都
知
事
賞
・
二
位
金
賞
・
三
位
銀
賞
・
四
位
奨
励
賞
）

見
事
、
東
京
都
知
事
賞
に
輝
い
た
、
柴
田
さ
ん
か
ら
喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

柴田義博
しばた よしひろ

私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私
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私
た
ち
社
員
も
大
健
闘
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

鈴木友幸
すずき ともゆき

喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た

「
ま
さ
か
、
東
京
都
知
事
賞
を

い
た
だ
け
る
と
は
、
思
っ
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、

秋
ぐ
ち
に
は
普
段
の
仕
事
と
同

時
に
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
練
習
も

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
ど
、

時
間
を
作
る
の
に
た
い
へ
ん
苦

労
し
ま
し
た
。
次
回
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
、
会
社
が
瀬
戸
に

あ
る
こ
と
も
あ
り
、
郷
土
の
Ｐ

Ｒ
も
兼
ね
、
瀬
戸
で
有
名
な
陶

器
を
使
っ
た
日
本
庭
園
の
作
品

た
と
き
は
、
信
じ
ら
れ
な
く

冗
談
の
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
た

練
習
は
、
剪
定
の
多
忙
な
時

期
と
重
な
り
、
仕
事
と
練
習

に
追
わ
れ
た
毎
日
で
し
た
。

三
年
後
に
再
出
場
す
る
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
以
前
、
ア
メ

リ
カ
で
造
園
の
仕
事
を
し
た

経
験
を
活
か
し
、
鈴
木
主
任

と
二
人
で
図
案
か
ら
制
作
ま

で
力
を
合
わ
せ
励
ん
で
い
き

た
い
」
と
、
語
っ
て
い
ま
し

た
。

西尾佳大
にしお よしひろ

を
出
展
し
て
い
き
た
い
」
と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。

「
社
長
か
ら
、
東
京
都
知
事
賞

を
受
賞
し
た
と
の
一
報
を
聞
い

三
人
の
力
を
合
わ
せ
、
モ
ク
モ
ク
と
作
業
を
す
る
柴
田
さ
ん
（
右
）

頑
顔

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

日
本
で
最
初
の
都
市
公

園
・
日
比
谷
公
園
の
開
園
百

周
年
記
念
と
し
て
開
催
以

来
、
今
年
で
六
回
目
を
迎
え

「
花
と
緑
に
包
ま
れ
る
喜
び
…
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
「
日
比

谷
公
園
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー

二
〇
〇
八
」
が
、
十
月
二
十
五

日
～
十
一
月
二
日
ま
で
、
日
比

谷
公
園
の
小
音
楽
堂
・
大
噴
水
・

第
二
花
壇
周
辺
を
中
心
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

四
部
門
二
百
点
を
超
え
る
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
を

展
示
。

会
期
中
は
、
「
第
十
三
回
エ

コ
・
グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
」
、
「
ジ
ャ

パ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
タ
ー
フ
・

シ
ョ
ー
二
〇
〇
八
」
も
併
催
さ

れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

日
比
谷
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
と
は
…

表
彰
式
で
の
柴
田
さ
ん
（
右
）

柴柴田義博柴田義博氏氏

初初
出
場

東
京
都
知
事
賞
に
輝

初
出
場

東
京
都
知
事
賞
に
輝
くく

造園業

に迫る

普
段
通
り
の
仕
事
が
で
き

普
段
通
り
の
仕
事
が
で
き
たた



1月31日（土）、昨日からの雨
もすっかり上がり、私たち支部役
員8名は、植田支部長からの「全
建愛知をより多くの職人さんに知っ
てもらいましょう」と、言う掛け
声で2台のレンタカーで市内を2
グループにわかれ、組織拡大行動
を行いました。
前半は、昨年組合に入っていた

だいた新しい組合員さんのお宅を
訪問して、「職人さんのお友だちを
紹介してください」と、パンフレット・グッズ等を渡し、お願いして
きました。

後半は、現場に飛び込み、「今日は
全建愛知です」と、元気よく声掛け
して入っていくと、仕事中の職人さ
んたちも、手を休めて熱心に説明を
聞いてくれました。
用意したパンフレット・グッズも

なくなり、充実した拡大行動でした。
これからも現場廻りや、お宅訪問
といった地道な活動を続けて、１人
でも多くの仲間が増えることを期待
します。 【名倉順一 記】
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岡崎支部／組織拡大行動 1月31日

1人でも多くの仲間が増えることを期待します

さぁー、頑張るぞ

組合説明をする役員（左）

守
山
支
部
は
一
月
十

八
日
（
日
）
に
、
新
年
伊

勢
神
宮
／
内
宮
・
外
宮

参
拝
の
バ
ス
二
台
九
十

三
名
で
旅
を
行
い
ま
し

た
。当

日
、
早
朝
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
衆
議
院
議

員
／
古
川
元
久
さ
ん

と
、
市
議
会
議
員
／
小

川
俊
之
さ
ん
に
見
送
ら

れ
て
、
区
役
所
を
出
発
。

予
定
よ
り
早
く
外

宮
に
到
着
後
、
約
一

時
間
自
由
参
拝
し
ま

し
た
。

次
に
内
宮
に
向
か
っ

た
の
で
す
が
、
道
中

も
宮
内
も
、
す
ご
く

た
く
さ
ん
の
人
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
参
加
費
が

一
人
千
円
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
昼
食
は

お
弁
当
だ
っ
た
の
で
す

が
、
と
て
も
豪
華
で
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

内
宮
に
到
着
後
、
約

三
時
間
の
自
由
散
策
で

し
た
が
、
あ
い
に
く
の

雨
の
中
、
各
自
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

バ
ス
の
中
で
は
、
去

年
十
一
月
に
支
部
の
勉

強
会
で
も
上
映
し
た
、

裁
判
員
制
度
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
見
る
な
ど
し
て
、
有

意
義
な
時
間
が
過
ご
せ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

到
着
後
に
雨
の
中
、
家

族
を
車
中
に
待
た
せ

て
、
支
部
会
に
参
加
さ

れ
た
班
長
さ
ん
達
は
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。【

恩
田
隆
弘
通
信
員
】
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内
宮
は
す
ご
い
人
混
み

守
山
支
部
／
新
春
お
伊
勢
さ
ん
と
初
詣

今
年
も
い
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
１月１８日

１月11日（日）港支部新年宴会
を、103名の出席者のもと、かに本
家で開催いたしました。
みんな楽しく、おしゃべりした
り、美味しい蟹をほおばって嬉しそ
うでした。
私もこの様な、支部の催し物で、
支部長に声を掛けられて、役員の１
人になりました。毎月の会合で、支
部レクの行先を決めたり、組合とは何かとかを教えていただいていま
す。役員になる前の私は、保険証だけのための組合だと、思っていた
１人です。組合活動で一番大切な仕事は、拡大行動です。１人でも多
くの組合員を増やすことです。日曜日に車２台に分乗してそれぞれの
現場で、職人さんに声を掛けます。全建愛知の制度を十分理解した上、
こんな特典が全建愛知にはあるとＰＲしています。初めはお邪魔だろ
うから、話し掛けるのにドキドキしましたが、説明をして「組合に問
い合わせをする」と言ってくださっ
た時は、本当に嬉しかったです。
役員にならなければ、経験できな

かったことも多く、仲間意識も芽生
えました。
港支部の組合員さん！是非とも
支部の役員になってください。いい
人たちばかりですヨ！お待ちして
います。 【奥川友子 記】
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美味しい蟹をほおばって
港支部青年部合同／新年会 1月11日

楽
し
く
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す

と
っ
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す

一
月
十
一
日
（
日
）
、
春
日

井
支
部
青
年
部
主
催
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
が
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
ボ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。午

前
十
時
ス
タ
ー
ト
で
、

総
勢
七
十
四
名
の
参
加
で
し

た
。優

勝
者
は
、
中
世
古

さ
ん
。

一
位
二
位
と
も
に
二

ゲ
ー
ム
中
、
二
百
を
超

え
る
ハ
イ
ス

コ
ア
ー
の

レ

ベ
ル
の

高
い

プ
レ
ー
で

し

た
。あ

ち

ら

こ

ち
ら
で
「
よ
っ

し

ゃ
ー
ス

ト

ラ
イ
ク
」・「
ス

ペ
ア

だ
ぁ
ー
」
と
、

楽
し
そ
う
に
プ
レ
ー

を
し
て
み
え
ま
し

た
。ゲ

ー
ム
終
了
後
、

全
員
に
景
品
が
行

き
渡
り
喜
ん
で
い

た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
皆
さ
ん
次
回
も
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

【
宮
地
秀
雄

記
】
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春
日
井
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
歓
声
が
…

１月11日

優勝者の中世古さん（右）

私も優勝したヨ

豪華な美味しいお弁当

1月25日（日）ルブラ王山
にて、千種支部・東支部が、
恒例となりました合同懇親会
を行いました。
来賓に、古川元久衆議院議
員、佐藤泰介、大塚耕平、両
参議院議員と梅村邦子市会議
員、ほか元議員の方々にもご
臨席を賜りました。
来賓の先生から、「混迷した
政局を打破し、官僚支配の政
治を国民の選択による政治になるよう目指そう」と挨拶を受け、総勢
50名の仲間と、今日の経済不況の嵐を吹き飛ばす勢いで、飲んで食べ
てお喋りをし、カラオケで自慢の喉を披露するなど、大変にぎやかに
盛り上がりの中、懇親会は盛況の
うちに終了しました。
参加者の方から「今日の集まり

も楽しかった、いつもこんな集ま
りがしたいです」と喜びの声をい
ただき、次回の再会を誓いながら
解散しました。

【丹羽文秀通信員】
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千種・東支部／合同新年会 1月25日

会
場
内
は
大
に
ぎ
わ
い

乾
杯

大にぎわいの懇親会

一
月
二
十
七
日
（
火
）
、

中
村
支
部
主
婦
の
会
の
新

年
の
集
い
が
、「
な
ご
や
花

亭
美
よ
し
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
最
初
の
主

婦
の
会
の
行
事
と
い
う
こ

と
で
、
「
新
年
の
あ
い
さ

つ
」
「
近
況
報
告
」
「
主
婦

の
会
の
知
っ
て
得
す
る
講

演
会
・
裁
判
員
制
度
に

つ
い
て
」
へ
の
参
加
依

頼
が
柴
田
会
長
か
ら
、

あ
っ
た
後
、
和
や
か
に

会
席
料
理
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

先
付
け
か
ら
デ

ザ
ー
ト
ま
で
、
十
二

種
の
盛
り
だ
く
さ

ん
の
料
理
に
堪
能

し
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
鉄
板

焼
き
の
和
牛
ロ
ー

ス
肉
と
、
み
そ
鍋
の

具
の
豚
肉
が
好
評

で
し
た
。

二
〇
〇
九
年
も
主
婦
の

会
の
皆
さ
ん
が
、
健
康
で

集
い
あ
え
る
よ
う
に
と
語

り
あ
い
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。ま

だ
、
参
加
し
た
こ
と

の
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
一
度

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
内
藤
美
佐
子
通
信
員
】
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1月27日

美
味
し
い
料
理
を
堪
能

お
肉
美
味
し
い
よ

皆
さ
ん
堪
能
し
て
い
ま
す

中
村
支
部
主
婦
の
会
／
新
年
の
集
い



愛
知
県
板
金
技
能
専
門
校
で

は
、
板
金
の
専
門
教
育
機
関
と

し
て
、
板
金
業
で
働
く
人
々
の

技
能
の
養
成
・
若
者
の
能
力
の

開
発
向
上
を
目
指
し
て
い
ま

す
。全

建
愛
知
も
専
門
校
と
と
も

に
技
能
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
入
校
く
だ
さ
い
。

■
訓
練
内
容

幅
広
い
建
築
板
金
技
能
の
実

技
実
習
及
び
関
連
教
科
等
の

知
識
の
習
得
。

■
入
校
資
格

中
学
卒
業
以
上
の
方
で
、
板

金
業
を
志
す
方
。（
年
齢
不

問
・
板
金
事
業
所
雇
用
者
）

■
実
施
場
所

学
科
／
愛
知
県
職
業
訓
練
会
館

名
古
屋
市
西
区
浅
間

二
丁
目

実
技
／
愛
知
県
立
名
古
屋
高

等
技
術
専
門
校

名
古
屋
市
北
区
安
井
二
丁
目

■
教
習
時
間

夜
間
／
午
後
六
時
～
午
後
九
時

毎
月
九
回
程
度
（
火
・
水
・
木
）

昼
間
／
午
前
九
時
～
午
後
五
時

毎
月
一
回
／
（
土
）

■
募
集
人
数

二
十
名

■
申
込
・
問
合
／

愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会

愛
知
県
板
金
技
能
専
門
校

名
古
屋
市
西
区
浅
間
二
―
十
―
四

℡
０
５
２
―
５
３
２
―
０
２
６
2

板
金
技
能
職
業
訓
練
生
募
集

君
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
し
ま
す

2009年
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組
合
員
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱

個
人
情
報
取
り
扱
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

個
人
情
報
に
関
す
る
法
律

が
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

一
月
二
十
一
日
（
水
）
午
前

十
時
よ
り
、
全
建
愛
知
会
館
に

て
主
婦
の
会
の
勉
強
会
を
参
加

者
四
十
四
人
で
行
な
い
ま
し

た
。中

部
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
市
民

の
会
の
理
事
を
し
て
お
ら
れ
る

浅
井
直
樹
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
、「
３
Ｒ
で
循
環
型
社
会
を
目

指
す
」
を
、
テ
ー
マ
に
学
び
ま

し
た
。

３
Ｒ
と
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
＝

再
製
造
・
販
売
、
リ
ユ
ー

ス
＝
再
使
用
、
リ
サ
イ
ク

ル
＝
再
生
利
用
の
三
つ
の

英
語
の
頭
文
字
を
表
し
て

い
ま
す
。

昔
は
、
味
噌
・
醤
油
・

豆
腐
を
買
う
と
き
は
、
各

自
容
器
を
持
参
し
ま
し

た
。し

か
し
、
何
年
か
前
ま

で
は
使
い
捨
て
が
美
徳
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昨
今
、

そ
の
風
潮
は
見
直
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
購
入

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

二
月
五
日
（
木
）
午

後
四
時
か
ら
、
金
山
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
プ
ラ
ザ
に
て
全
愛
知

建
設
労
働
組
合
・
愛
知

県
建
築
組
合
連
合
会
の

組
合
員
よ
り
大
工
・
工

務
店
及
び
設
計
事
務
所

の
各
実
務
担
当
者
の

方
々
を
対
象
に
「
長
期

優
良
住
宅
等
推
進
事
業

の
技
術
基
盤
強
化
事

業
」
を
活
用
し
た
長
期

優
良
住
宅
の
基
本
性
能

基
準
に
関
す
る
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
長
期
優
良

住
宅
普
及
促
進
法
に
基
づ
き
、

長
期
優
良
住
宅
を
理
解
し
認
識

を
深
め
普
及
を
促
進
す
る
た
め

に
問
題
点
・
疑
問
点
を
集
約
す

る
も
の
で
、
合
計
六
回
開
催
さ

れ
ま
す
。

昨
年
二
月
二
十
六
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
、
国
会
で
審
議
さ
れ

て
い
た
「
長
期
優
良
住
宅
の
普

及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
」

「
長
期
優
良
住
宅
促
進
法
案
」

が
、
十
一
月
二
十
一
日
に
衆
議

院
を
、
二
十
八
日
の
参
議
院
本

会
議
に
て
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
、
十
二
月
五
日
に
公
布
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
も
次
の
日
程
で
、
前
期

技
能
検
定
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
技
能
検
定
」
は
、
働
く
人

た
ち
の
技
能
を
一
定
の
基
準
に

よ
っ
て
検
定
し
、
こ
れ
を
公
認

す
る
国
家
資
格
制
度
で
す
。

技
能
に
対
す
る
社
会
一
般
の

評
価
を
高
め
、
働
く
方
々
の
技

能
と
地
位
の
向
上
を
目
的
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

前前
期
技
能
検

前
期
技
能
検
定定

あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
かか

平成21年度

■
主
な
実
施
予
定
職
種

建
築
板
金
・
左
官
・
塗
装
等

※
そ
の
他
の
職
種
は
、
組
合
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
検
手
数
料

実
技
…
一
万
六
千
五
百
円

学
科
…
三
千
百
円

■
実
技
試
験

六
月
八
日
（
月
）
～

九
月
十
三
日
（
日
）

■
学
科
試
験

七
月
二
十
六
日
（
日
）

八
月
二
十
三
日
（
日
）

八
月
三
十

日
（
日
）

九
月

二
日
（
水
）

九
月

六
日
（
日
）

※
右
記
、
学
科
試
験
の
い
ず
れ

か
一
日
に
な
り
ま
す
。

※
実
技
試
験
の
手
数
料
は
、
受

検
職
種
に
よ
っ
て
若
干
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
〆
切

三
月
二
十
七
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合

資
格
税
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

す
る
惣
菜
等
は
、
使
い
捨
て
の

食
品
ト
レ
ー
や
パ
ッ
ク
に
入
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
代
わ
り
に

食
品
保
存
容
器
な
ど
を
持
ち
込

み
、
繰
り
返
し
使
う
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

店
と
家
庭
を
行
き
来
す
る

「
通
い
容
器
」の
利
用
に
よ
り
、

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。一

昔
前
ま
で
は
、
着
物
の
洗

い
張
り
を
し
て
、
親
か
ら
子
供

に
と
譲
り
受
け
て
着
て
い
ま
し

た
。
少
し
値
が
張
る
商
品
で
も

良
い
物
を
購
入
し
、
長
く
着
て

い
ま
し
た
。
物
を
大
切
に
す
る

と
い
う
こ
と
を
大
家
族
の
中
で

学
び
ま
し
た
。

今
回
の
勉
強
会
で
学
ん
だ
３

Ｒ
の
知
識
を
活
か
し
て
、
少
し

で
も
地
球
に
優
し
く
で
き
る
こ

と
か
ら
心
掛
け
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。

主
婦
の
会
に
出
席
さ
れ
て
い

た
方
々
の
真
剣
な
姿
…
さ
ぁ
、

今
か
ら
３
Ｒ
に
取
り
組
も
う
と

大
勢
の
参
加
者
が
受
講
し
ま
し
た

参
加
者
か
ら
質
問
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す

い
う
姿
勢
が
伺
え
ま
し
た
。

【
村
井
か
ね
子

記
】

り
個
人
情
報
に
一
定
の
制
限
が

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
組
合
（
中
建
国
保
）

で
は
、
組
合
活
動
・
支
部
活
動
・

各
選
挙
・
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ

Ｍ
等
）
で
組
合
員
名
簿
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

名
簿
に
つ
い
て
は
、
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
・
職
種
・
年
齢

な
ど
を
表
記
開
示
し
て
い
ま

す
。今

後
も
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
、
組
合
員
の
諸
要
求
実

現
の
た
め
、
名
簿
を
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
個
人
情
報
の
開
示
を

制
限
さ
れ
る
方
や
、
ご
意
見
や

ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

組合からの給付金や中建国保か

らの償還金等を振り込むため、組

合員の皆さんに東海労働金庫の口

座を作っていただいています。

お手元に、東海労働金庫の通帳

をお持ちでない方は、給付ができ

ませんので組合へご連絡くださ

い。

労金口座お持ちですか

長期優良住宅委員会の様子

知
っ
て
得
す
る
勉
強
会
開

知
っ
て
得
す
る
勉
強
会
開
催催

地
球
に
優
し
く
で
き
る
こ
と
か
ら
心
掛
け

地
球
に
優
し
く
で
き
る
こ
と
か
ら
心
掛
け
るる

主婦の会

ま
た
、
こ
の
長
期
優
良
住
宅

の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律

は
、
「
い
い
住
宅
を
作
り
、
き

ち
ん
と
手
入
れ
を
し
、
長
く
大

切
に
住
ん
で
も
ら
う
こ
と
」
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

住
宅
を
長
期
に
わ
た
り
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
の
解
体

や
除
去
に
伴
う
廃
棄
物
の
排
出

を
抑
制
し
、
環
境
へ
の
負
担
を

軽
減
す
る
と
と
も
に
、
建
て
替

え
に
係
る
費
用
の
削
減
に
よ
っ

て
消
費
者
の
住
宅
に
対
す
る
負

担
を
軽
減
し
、
よ
り
豊
か
で
、

よ
り
優
し
い
暮
ら
し
へ
の
転
換

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
参
加
者
か
ら
新

築
住
宅
の
発
注
者
や
買
主
を
保

護
す
る
た
め
、
特
定
住
宅
瑕
疵

担
保
責
任
の
履
行
の
確
保
等

に
関
す
る
法
律
（
住
宅
瑕
疵

担
保
履
行
法
）
が
、
今
年
の

十
月
一
日
に
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
対
す
る
質
問
な
ど
も
あ

り
、
充
実
し
た
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
全
建
総
連
で
は
、

長
期
優
良
住
宅
推
進
法
の
施

行
に
合
わ
せ
、
長
期
優
良
住

宅
の
認
定
基
準
と
、
こ
れ
か

ら
の
住
宅
と
し
て
必
要
と
さ

れ
る
独
自
の
基
準
を
付
加
し

た
住
宅
づ
く
り
の
仕
様
を
決

め
、
組
合
員
さ
ん
が
活
用
で

き
る
よ
う
体
制
が
整
え
ら
れ

る
予
定
で
す
。

長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
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長
期
優
良
住
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委
員
会
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岡
崎
地
域
に
は
組
合
員
が
多

数
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支

部
組
織
が
発
足
し
て
、
ま
だ
五

年
半
し
か
経
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
ま
で
も
岡
崎
事
務
所
に

よ
っ
て
組
合
員
の
た
め
の
事
務

手
続
き
等
を
円
滑
に
運
営
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

そ
れ
故
、
各
役
員
の
経
験
も

浅
く
、
他
支
部
の
よ
う
な
歴
史

あ
る
活
動
は
ま
だ
で
き
て
お
ら

ず
、
ま
だ
ま
だ
毎
日
が
勉
強
と

い
っ
た
状
態
で
す
。

岡
崎
支
部
役
員
の
皆
さ
ん

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー

厳
⑫

ここ
ん
に
ち
は
！
岡
崎
支

こ
ん
に
ち
は
！
岡
崎
支
部部
で
す
で
す

支
部
設
立
後
、
岡
崎
・
幸
田

を
中
心
に
組
合
員
は
順
調
に
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
班
長
さ
ん
、
主
婦
の
会

の
皆
さ
ん
は
じ
め
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
賜
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

年
間
の
活
動
と
し
て
は
、
支

部
レ
ク
や
拡
大
行
動
と
共
に
岡

崎
の
目
玉
は
、
や
は
り
岡
崎
市

主
催
の
秋
の
市
民
ま
つ
り
へ
の

参
加
で
し
ょ
う
か
。
規
模
が
大

き
く
市
民
の
参
加
も
多
い
た

め
、
毎
年
二
日
間
に
渡
り
役
員

総
出
で
ブ
ー
ス
展
示
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

最
近
は
、
主
婦
の
会
本
部
の

皆
さ
ん
に
も
拡
大
広
報
活
動
を

兼
ね
て
多
数
参
加
し
て
い
た
だ

き
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

南
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
十
八
日
（
土
）

■
会
場

大
同
健
保
会
館

旭
瀬
戸
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
十
九
日
（
日
）

■
会
場

ス
カ
イ
ワ
ー
ド
あ
さ
ひ

岡
崎
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
十
九
日
（
日
）

■
会
場

桑
谷
山
荘

北
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
十
九
日
（
日
）

■
会
場

魚
鉄

守
山
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
十
九
日
（
日
）

■
会
場

守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

一
宮
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
二
十
六
日
（
日
）

■
会
場

太
閤
殿

豊
田
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
二
十
六
日
（
日
）

■
会
場

豊
田
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

豊
橋
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
二
十
六
日
（
日
）

■
会
場

高
千
穂

中
村
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

五
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場

つ
ち
や
ホ
テ
ル

港
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

五
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場

港
湾
会
館

春
日
井
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

五
月
三
十
一
日
（
日
）

■
会
場

グ
ラ
ン
ド
テ
ィ
ア
ラ
春
日
井

東
海
支
部
／
満
足
満
喫
の
旅

■
日
程

三
月
八
日
（
日
）

■
行
先

活
魚
の
美
舟
・
南
知
多

南
支
部
／
イ
チ
ゴ
狩
り

■
日
程

三
月
八
日
（
日
）

■
行
先

伊
勢
神
宮
・
松
阪

北
支
部
青
年
部
／
U
S
J
の
旅

■
日
程

三
月
十
四
日
（
土
）
～

十
五
日
（
日
）

■
行
先

U
S
J
・
な
ん
ば
フ
リ
ー
散
策

中
川
熱
田
支
部
青
年
部
／
飛
騨
牛
ラ
ン
チ
の
旅

■
日
程

三
月
十
五
日
（
日
）

■
行
先

飛
騨
高
山

春
日
井
支
部
／
日
帰
り
バ
ス
旅
行

■
日
程

四
月
十
二
日
（
日
）

■
行
先

鳥
羽
水
族
館
・
伊
勢
神
宮
他

名
東
支
部
／
イ
チ
ゴ
狩
り
＆
三
大
肉
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

■
日
程

四
月
十
二
日
（
日
）

■
行
先

信
州

千
種
・
東
支
部
合
同
レ
ク
／
京
都
の
旅

■
日
程

四
月
十
八
日
（
土
）

■
行
先

東
映
太
秦
・
舞
妓
踊
り

■
会
費

大
人
…
…
…
四
千
円

子
供
（
四
歳
～
中
学
）

…
…
…
二
千
円

■
受
付

三
月
三
日
よ
り
満
了

次
第
〆
切

西
尾
幡
豆
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

三
月
十
四
日
（
土
）

■
会
場

和
食
処

愛

天
白
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

三
月
十
五
日
（
日
）

■
会
場

東
海
健
康
セ
ン
タ
ー

西
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

三
月
二
十
九
日
（
日
）

■
会
場

㈱
鈴
起
建
設

緑
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

三
月
二
十
九
日
（
日
）

■
会
場

鳴
海
商
工
会
館

名
東
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

三
月
二
十
九
日
（
日
）

■
会
場

名
東
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

小
牧
支
部
／
支
部
総
会
＆
レ
ク

■
日
程

四
月
十
二
日
（
日
）

■
行
先

知
多
か
ん
ぽ
の
宿

東
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
十
二
日
（
日
）

■
会
場

ぼ
ん
ぼ
り

瑞
穂
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程

四
月
十
二
日
（
日
）

■
会
場

湯
～
と
ぴ
あ
宝

海
部
津
島
支
部
／
記
念
支
部
総
会

■
日
程

四
月
十
八
日
（
土
）
～

十
九
日
（
日
）

■
会
場

高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

年齢は、36歳。家族構成は、妻と子供は娘ばかり４人います。ま
だまだテレビには出れませんが、プチ大家族です。毎日が宴会みた
いに、騒がしく賑やかで、暇をすることがありません。
趣味は、パチンコ・競馬です。とにかく、小遣いがいっぱいいる

ので困っています。
仕事は、建築板金業をしています。

青年部幹事といた
しまして、これからも
色々な勉強や知識を
取り入れ、仕事にも役
立っていければいい
と思います。また、本
部の青年部幹事会に
参加されたい方は、ど
んどん参加して、この
100年に一度の不況
を協力して乗り越え
ていきましょう。
【前田朋浩幹事 記】

娘
さ
ん
と
一
緒
に

青年部幹事

前田朋浩
まえだ ともひろ

組合員の皆さん、お仕事ご苦労様です。
私の自己紹介をさせていただきます。名前は、前
田朋浩（木曽川支部）です。
木曽川町は、現在一宮市に合併され、場所は岐阜
県との県境に位置し、愛知県の１番隅に住んでいま
す。

「青年部幹事青年部幹事ささんご挨んご挨拶拶」」

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeellllllllllllllllllllllccccccccccccccccccccccoooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員青年部員です

スス

タ

ッ

フ

ス

タ

ッ

フ

募

集

募

集

中中

◎
大
工
さ
ん
募
集

■
問
合

（
株
）
ア
オ
キ
建
築

名
古
屋
市
港
区
寛
政
町
５
―
９

会
社

０
５
2
―
3
8
2
―
4
5
4
8

■
年
齢

四
十
歳
ま
で

■
資
格

普
通
自
動
車
運
転
免
許

■
住
ま
い

名
古
屋
市
内
在
住
の
方

ま
た
は
近
郊
の
方
。

■
備
考

カ
ン
ナ
が
研
げ
る
大

工
さ
ん
歓
迎
。

※
注
意

当
組
合
で
は
、
当
事

者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

支
部
総
会
予

支
部
総
会
予
定定

岡
崎
支
部
は
、
ま
だ
ま
だ
駆

け
出
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、
役

員
一
同
、
今
後
も
よ
り
良
い
支

部
運
営
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。【

植
田
昭
次
支
部
長

記
】

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

共済福祉部 ご 案 内

建設業退職金共済制建設業退職金共済制度度
退職後の生活にお役立てください
全建愛知では、建設現場で働く一人親方さんのために、
中小企業退職金共済法に基づき国が作った「建設業退職
金共済制度」を取り扱っています。
【加入資格】

建設業で働く一人親方さん（一人親方さんとともに技
能取得中の見習いの方も含みます）なら、職種を問わず、月
給・日給に関係なく組合を通じて加入することができます。
【制度の3つの特徴】
①退職金は、「共済証紙」を購入し「共済手帳」へ貼
付することで積み立てられます。組合が代わりに手
続きし、手帳を管理します。
②新たに加入した方については、国が掛金の一部（初
回交付の手帳50日分）を補助します。

③退職金は、国で定められた基準により計算して確実
に支払われます。手続きはとても簡単です。

【掛金】
掛金は、毎月組合費等と合わせて7,750円（1日310

円で25日分※就業日数に関わらず）を引落しします。
【退職金の受取り】

建設業で従事しなくなり、貼られた証紙の合計が24ヶ
月分（504日）以上あり、次の請求時由のいずれかに
あてはまる場合に支給されます。
・満55歳以上になったとき。
・建設業以外の職に就いたとき、またケガや病気のた
め廃業したとき。
※死亡した時の遺族請求は、証紙の合計が12ヶ月分
（252日）以上の貼付が必要になります。
ご自分の退職金を積み立て、老後の生活安定に役立
ててみてはいかがでしょうか？
お問合せは、共済福祉部／三好までお気軽にご連絡ください。

退職金給付額・掛金早見表（毎月25日分貼付した場合）

注:この早見表は、平成15年10月1日以降に加入した人（掛金日額310円）の場
合で、証紙 300日分を1年として換算して計算した退職金の額です。掛金日
額310円になる前から 建退共を掛けている人の退職金は、それぞれの掛金日
額に応じて別に計算されます。なお、手帳更新は9ヶ月経過が必要です。

払込掛金退職金額年数（月数）

279,000円280,581円3年 （36月）

372,000円384,741円4年 （48月）

465,000円499,317円5年 （60月）

930,000円1,164,639円10年（120月）

1,395,000円1,914,591円15年（180月）

1,860,000円2,754,381円20年（240月）

2,325,000円3,676,848円25年（300月）

2,790,000円4,754,904円30年（360月）

3,255,000円6,008,079円35年（420月）

3,720,000円7,427,910円40年（480月）

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

■
申
込

丹
羽
ま
で

℡
０
９
０
―
3
5
6
5
―
３
５
５
３

名
東
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程

三
月
十
五
日
（
日
）

■
会
場

豊
ヶ
丘
学
童
保
育
所

厚
労
省
調
査
（
〇
七
年
）
に

よ
る
と
、
二
十
歳
以
上
の
男
性

で
肥
満
と
さ
れ
る
人
の
割
合
は

三
十
・
四
％
で
、
三
十
年
前
と

比
べ
て
二
倍
、
二
十
年
前
と
比

較
し
て
一
・
五
倍
に
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
四
十
～

七
十
四
歳
の
男
性
の
二
人
に
一

人
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
、
あ
る
い
は
、
そ
の
予
備
軍

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
年
こ
そ
運
動
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

住
宅
デ
ー
予

住
宅
デ
ー
予
定定

事
故
０
で

終
え
て
初
め
て

い
い
仕
事

ゼ
ロ

労
働
対
策
部

くく
ら
し
と
数

く
ら
し
と
数
字字

男
性
の
肥

男
性
の
肥
満満



◎
目
標
に
向
か
っ
て
！

『
今
年
の
目
標
を
家
族
み
ん

な
で
漢
字
一
文
字
に
表
し
て
み

た
。
何
事
か
「
成
」し
遂
げ
た
い

と
主
人
。
何
事
に
も
積
み
「
重
」

ね
と
長
女
。
生
活
も
学
習
も

「
基
」
本
が
大
事
と
長
男
。
自
分

を
「
変
」え
た
い
と
次
女
。
四
月

か
ら
中
学
の
三
女
は
「
新
」
た
な

気
持
ち
で
と
。
そ
し
て
私
は
気

も
肌
も
腹
の
肉
も
「
張
」っ
て
い

こ
う
と
思
う
。

【
豊
橋
市
／
小
野
あ
つ
子
さ
ん
】

※
皆
さ
ん
、頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
父
さ
ん
に
感
謝
！

『
国
税
局
の
Ｈ
Ｐ
を
見
て
い

て
、
早
々
に
確
定
申
告
の
書
類

を
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
て
い
た

ら
、
肩
を
痛
め
た
…
。し
か
し
、

主
人
の
お
陰
で
今
が
あ
る
と
思

い
、
頑
張
っ
て
作
り
終
え
て
、
ホ
ッ

と
。
ま
た
一
年
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
、
父
さ
ん
よ
！
』

【
日
進
市
／
上
河
昌
子
さ
ん
】

※
あ
り
が
と
う
、父
さ
ん
。

◎
私
た
ち
の
貴
重
な
税
金
を
！

『
今
年
も
確
定
申
告
の
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
帳
面
を
つ
け

て
、
数
字
を
合
わ
せ
る
の
は
、
た

い
へ
ん
で
す
が
、
毎
年
ど
れ
く

ら
い
の
税
金
支
払
が
あ
る
の
か

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
頑
張
っ

て
ま
す
。
税
金
の
有
効
利
用
を

願
い
ま
す
』

【
東
郷
町
／
福
地
俊
六
さ
ん
】

※
有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

◎
も
う
す
ぐ
出
番
で
す
よ
！

『
も
う
す
ぐ
春
で
す
ね
！
梅
・

桜
・
菜
の
花
…
な
ど
、
散
歩
が
楽

し
く
健
康
に
も
な
り
ま
す
。
一

日
一
万
歩
は
無
理
で
す
が
、
頑

張
ら
な
く
て
わ
。
早
く
、
暖
か
く

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
！
』

【
緑
区
／
井
本
正
子
さ
ん
】

※
散
歩
が
楽
し
く
な
り
ま
す
ね
。

ま
だ
ま
だ
六
十
歳
！

『
無
事
に
還
暦
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
』

【
小
牧
市
／
加
納
治
美
さ
ん
】

※
お
体
に
気
を
付
け
、お
元
気
で
。

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

映
転
落
事
故
に
注
意
！

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

三
月
十
三
日
ま
で
に
組
合
の

教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

胃
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

キ
ン
ガ
シ
ン
ネ
ン

■
当
選
者

伊
藤
き
り
さ
ん
他
十
九
名

■
四
月
号
の
原
稿
締
切

三
月
三
日
（
火
）

【【
ヨ
コ
の
カ
ギ

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】】

①
同
姓
…
…
の
人
も
い
ま
す

④
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
「
天
地
人
」
の

主
役
は
…
…
聡
さ
ん

⑦
サ
ザ
エ
料
理
と
い
え
ば
…
…

⑨
夜
空
に
き
ら
め
く

⑩
碁
や
将
棋
の
プ
ロ
の
こ
と

⑪
本
番
前
に
…
…
演
習
を
す
る

⑭
無
罪
…
…
に
な
る

⑮
…
…
二
つ
の
そ
っ
く
り
さ
ん

⑯
赤
い
実
は
食
べ
ら
れ
ま
す

⑱
自
動
…
…
機
は
便
利
で
す

⑲
独
唱
、
独
奏

嬰
「
表
」
の
反
対

影
蟹
工
船
が
缶
詰
に
加
工
し
た

も
の
は
？

曳
…
…
を
割
っ
た
よ
う
な
性
格

★
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【【
タ
テ
の
カ
ギ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】】

①
二
つ
の
宇
宙
船
が
…
…

②
見
た
だ
け
で
す
っ
ぱ
い
！

③
…
…
と
い
う
ほ
ど
食
べ
た

⑤
保
温
・
保
冷
容
器
。
…
…
瓶

⑥
…
…
に
二
言
は
な
い

⑧
人
の
考
え
や
行
動
に
心
か
ら
賛
成
す
る
こ
と

⑫
青
と
紫
の
間

⑬
不
在
証
明

⑮
天
に
ま
か
せ
る

⑰
大
ス
タ
ー
、
…
…
ひ
ば
り

⑱
Ｗ
Ｂ
Ｃ
日
本
代
表
監
督

⑳
い
ろ
り
の
そ
ば

嬰
「
海
胆
」「
雲
丹
」
と
書
き
ま
す

影
薄
利
…
…
の
出
血
サ
ー
ビ
ス

【
編
集
後
記
】
風
邪
を
こ

じ
ら
せ
、
熱
が
あ
る
な
か

で
の
編
集
作
業
。
特
集
記

事
で
は
、
庭
よ
し
の
柴
田

さ
ん
は
じ
め
従
業
員
の
皆

さ
ん
、
取
材
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
に
ん
じ
ん
】

毎
朝
、
俊
介
が
「
パ
パ

仕
事
頑
張
っ
て
ね
」
と
、

見
送
っ
て
く
れ
ま
す
。
嬉

し
い
で
す
よ
。
そ
の
言
葉

に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。
今
日

も
パ
パ
は
、
エ
ン
ジ
ン
フ

ル
回
転
！

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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○さ

我
が
家
に
家
族
が
増
え
ま
す

『
わ
が
家
の
愛
犬
が
、
お
め
で

た
で
す
。
二
月
の
末
ご
ろ
生
ま

れ
ま
す
。
た
い
へ
ん
で
す
』

【
一
宮
市
／
水
野
恵
子
さ
ん
】

※
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

嬉
し
い
出
費
で
す
！

『
最
近
、
葬
式
ば
か
り
で
、
む

な
し
さ
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、

今
年
の
五
月
に
姪
が
結
婚
を
し

ま
す
。ひ
さ
び
さ
嬉
し
い
こ
と

に
お
金
を
使
え
る
の
で
明
る
い

気
持
ち
に
な
れ
ま
す
』

【
昭
和
区
／
堀
喜
夫
さ
ん
】

※
ご
祝
儀
も
奮
発
か
な
～
。

今
夜
も
お
酒
が
す
す
み
ま
す
！

『
新
聞
の
ツ
ア
ー
の
全
面
広

告
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
安
い
ね
ェ

と
言
う
の
で
、「
行
け
る
わ
け
な

い
じ
ゃ
ん
」「
言
っ
て
み
た
だ

け
」
そ
ん
な
会
話
を
酒
の
つ
ま

み
に
し
て
い
ま
す
』

【
三
好
町
／
安
達
邦
子
さ
ん
】

※
い
つ
か
行
け
る
と
イ
イ
で
す
ね
。

甘
党
の
私
は
…

『
正
月
の
餅
や
ご
馳
走
の
食

べ
す
ぎ
で
、
ま
た
～
太
っ
ち
ゃ

い
ま
し
て
気
持
ち
は
ダ
イ
エ
ッ

ト
と
思
っ
て
い
て
も
、つ
い
つ

い
食
べ
す
ぎ
。
も
と
の
体
重
に

も
ど
す
努
力
は
し
て
ま
す
が
、

甘
い
物
に
目
の
な
い
私
「
誘
惑

に
負
け
そ
う
！
」
』

【
碧
南
市
／
岩
月
美
智
子
さ
ん
】

※
誘
惑
に
負
け
る
な
！
頑
張
れ
。

検
診
・
健
康
診
断
が
第
一
で
す
！

『
昨
年
二
人
の
知
人
が
検
診

で
ガ
ン
が
見
つ
か
り
、
現
在
、
治

療
中
と
の
話
し
を
聞
き
、や
っ

ぱ
り
定
期
検
診
・
健
康
診
断
は

本
当
に
大
切
と
思
い
ま
し
た
。

前
向
き
に
治
療
を
し
て
い
る
二

人
の
方
が
、
早
期
発
見
の
重
要

さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
』

【
緑
区
／
福
島
秋
代
さ
ん
】

※
皆
さ
ん
、早
期
発
見
の
た
め
、検
診
を
！

◎
楽
し
い
出
来
事
や
珍
事
件
な

ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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★℡052-683-6050

【問合】全建愛知または全労済名古屋支所へどうぞ。


